
 ５月25日に新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言解除に

伴い、６月１日より公園愛護会活動は再開することができるようになり

ました。暑さも日に日に厳しくなっています。活動されるときは、感染

症予防対策のほか、熱中症対策も含めて十分御注意をして活動くださ

い。 

活動再開にあたっての留意点 

・体調が悪い人は活動を控えてください。

・活動は人が少ない時間帯、場所を選びましょう。

・暑い日は無理をしないでください。

・人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空けてください。

・マスクを着用してください（２ｍ以上の距離が確保できる場合は、

熱中症対策のためマスクを外してください）。

・マスク着用時は、負荷のかかる作業を避け、のどが渇く前にこま

めに水分補給をし、周囲の人との距離を十分にとった上で適宜

マスクを外して休憩をしてください。

・活動は短時間に留めてください。

・活動後は水とせっけんで、ていねいに手洗いしてください。

活動再開時の市の支援 

①活動をサポートする物品支援は６月から７月にお届けします。

②支援班や土木事務所による技術支援は６月から順次再開します。

③草刈りや中低木の刈り込み作業が困難な時など、活動再開にあたり

お困りの場合は、各土木事務所・公園緑地事務所までお気軽に

御相談ください。

 活動する際は、 

感染症拡大防止と 

熱中症の対策を行って 

いただくようお願い 

します。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止を

踏まえた公園愛護会活動 

※今後の新型コロナウイルス対応方針により内容が変更する場合がございます。

随時、横浜市のホームページにてお知らせいたしますので、御確認ください。

●環境創造局公園緑地維持課ホームページ

横浜市HP（https://www.city.yokohama.lg.jp/）へアクセスして

  「公園愛護会の皆さんへ」で検索下さい。 

下のQRコードから

アクセスできます

こちらへ入力 
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 公園愛護会の支援物品には、軍手や鎌、てみ等があります。その中でプラスチックの物品については、近年、

海洋汚染に端を発し、その削減が世界共通の喫緊の課題となっています。横浜市でも「よこはまプラスチック資

源循環アクションプログラム」を推進しており、今年度より支援物品を以下のとおり変更し

ました。 
 

◇夏場の飲み物   ペットボトル飲料 → アルミ缶飲料（キャップ付きのもの） 

◇ごみ袋      プラスチック製  → バイオマスプラスチック製（※） 
 

※このごみ袋は石油資源の節約とCO₂排出削減のため、植物由来の原料を使用しています。 

        公園愛護会支援物品のプラスチック製品削減の取組について 

  

夏の熱中症対策と、ハチや害虫などに気をつけましょう 

     ◎熱中症対策のポイント 

１ 暑さを避ける 

・暑い日や暑い時間帯は無理をしない 

・涼しい服装にする 

・急に暑くなった日は特に注意する 

・木陰で休息する 
 

２ 適宜マスクをはずす 

・気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意 

・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保で  

 きる場合には、マスクをはずす 

・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運 

 動を避け、周囲の人との距離を十分にとった上で、 

 適宜マスクをはずして休憩を 
 

３ こまめに水分補給 

・のどが渇く前に水分補給 

・1日あたり１.２リットルを目安に 

・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに 
 

４ 日頃から健康管理 

・日頃から体温測定、健康チェック 

・体調が悪いと感じた時は、無理をせず自宅で静養 

 

５ 暑さに備えた体作り 

・暑くなり始めの時期から適度に運動を 

・水分補給は忘れずに、無理のない範囲で     

   ◎ハチ、蚊、害虫にも気をつけよう 

 蚊を媒介して発生する感染症などを予防し、１０ 

月頃まで活動するハチに対しても、長袖、長ズボ 

ン、帽子などを着用し、肌の露出を減らすなどの注 

意をしましょう。 

 ハチなどには、黒色や暗色の服はできるだけ避け 

たり、香水など香りの強いもの、ジュースなど飲み 

物の香りも、虫が誘因されるので気を付けましょ 

う。 

 また、毛虫は主に夏に発生します。ほとんどは 

人間に害のない毛虫ですが、中には要注意の毛虫 

もいます。 

 

〇人に被害を及ぼす毛虫 

 

チャドクガ（幼虫） 

 春から秋にかけて 

 年２～３回発生 

〔発生しやすい樹木〕 

ツバキ、サザンカ、 

ヒメシャラ、チャノキ 

などのツバキ科植物。 

 

イラガ（幼虫） 

〔発生しやすい樹木〕 

 サクラ、ケヤキ、 

 ウメ、カエデなど 


